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）
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こ
の
時
期
の
恒
例
と
な
っ
た
「
来
年
の
干
支
」
シ
リ
ー
ズ
。

ま
ず
、
「
干
支
（
え
と
）
」
に
つ
い
て
。
干
支
は
、
占
い
や
易
の
簡
易
版
で
は
な
い
。
干
支
は
、

生
命
や
活
動
の
生
成
化
育
、
つ
ま
り
、
発
生
→
成
長
→
成
熟
→
衰
退
→
収
蔵
と
い
う
循
環
過
程
を
分

類
し
約
説
し
た
経
験
哲
学
で
あ
る
。

「
干
支
」
の
「
干
」
は
根
幹
で
あ
り
、
生
命
や
活
動
の
内
外
対
応
（
レ
ス
ポ
ン
ス
・
陰
）
の
原
理

を
十
種
類
に
分
類
し
た
も
の
、
「
支
」
は
枝
葉
と
し
て
伸
び
行
く
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
陽
）
、
生
命
・

細
胞
の
始
ま
り
（
分
裂
）
か
ら
、
組
織
の
成
長
→
成
熟
→
老
衰
→
死
（
継
承
）
→
ま
た
元
の
細
胞
へ

還
る
と
い
う
過
程
を
十
二
段
階
に
説
明
し
、
こ
れ
ら
干
支
の
最
小
公
倍
数
六
十
種
類
に
組
み
合
わ
せ

た
も
の
に
順
っ
て
、
時
局
の
意
義
や
、
そ
こ
に
対
処
す
る
自
覚
や
覚
悟
を
帰
納
的
に
解
明
し
啓
示
し

た
も
の
で
あ
る
。

年
に
し
た
ら
六
十
年
目
に
暦
が
還
る
（
還
暦
）
。
月
と
す
れ
ば
六
十
ヶ
月
、
五
年
。
日
な
ら
ば
六

十
日
、
二
ヶ
月
。
時
間
な
ら
六
十
分
、
一
時
間
で
循
環
す
る
。

「
十
干
（
じ
っ
か
ん
）
」
は
、
甲
（
こ
う
）
・
乙
（
お
つ
）
・
丙
（
へ
い
）
・
丁
（
て
い
）
・
戊

（
ぼ
）
・
己
（
き
）
・
庚
（
こ
う
）
・
辛
（
し
ん
）
・
壬
（
じ
ん
）
・
癸
（
き
）
の
十
種
類
。

「
十
二
支
（
じ
ゅ
う
に
し
）
」
は
、
子
（
ね
）
・
丑
（
う
し
）
・
寅
（
と
ら
）
・
卯
（
う
）
・
辰

（
た
つ
）
・
巳
（
み
）
午
（
う
ま
）
・
未
（
ひ
つ
じ
）
・
申
（
さ
る
）
・
酉
（
と
り
）
・
戌
（
い

ぬ
）
・
亥
（
い
）
の
十
二
種
類
。

干
支
は
幹
と
枝
葉
の
関
係
な
の
で
、
干
（
幹
）
の
方
が
大
切
。
そ
こ
で
干
支
（
え
と
）
は
兄
弟

（
え
と
）
と
い
う
意
味
を
と
る
。
そ
し
て
、
自
然
や
人
間
の
営
み
や
作
用
の
根
本
要
素
で
あ
る
「
五
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行
」
と
も
結
び
つ
い
た
。
五
行
と
は
「
木
・
火
・
土
・
金
・
水
」
の
五
つ
。
干
に
五
行
が
結
び
つ
き

兄
弟
（
え
と
）
に
分
か
れ
て
木
・
火
・
土
・
金
・
水
が
配
さ
れ
る
。

十
干
の
最
初
の
「
甲
」
は
木
の
兄
（
き
の
え
）
、
次
の
「
乙
」
は
木
の
弟
（
き
の
と
）
、
「
丙
」

は
火
の
兄
（
ひ
の
え
）
、
「
丁
」
は
火
の
弟
（
ひ
の
と
）
、
「
戊
」
は
土
の
兄
（
つ
ち
の
え
）
、

「
己
」
は
土
の
弟
（
つ
ち
の
と
）
、
「
庚
」
は
金
の
兄
（
か
の
え
）
、
「
辛
」
は
金
の
弟
（
か
の

と
）
、
「
壬
」
は
水
の
兄
（
み
ず
の
え
）
、
「
癸
」
は
水
の
弟
（
み
ず
の
と
）
と
な
る
。

甲
子
（
き
の
え

ね
）
か
ら
癸
亥
（
み
ず
の
と

い
）
の
六
十
年
で
一
巡
し
、
翌
年
ま
た
甲
子
（
き

の
え

ね
）
に
還
る
（
還
暦
、
本
卦
還
り
）
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
干
支
は
、
生
命
や
活
動
の
発
生
→
成
長
→
成
熟
→
衰
退
→
収
蔵
の
種
類
や
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
移
を
時
代
に
当
て
は
め
て
解
説
し
た
も
の
な
の
で
、
個
人
の
日
常
生
活
の
細
か
い

こ
と
に
は
適
用
す
る
も
の
で
は
な
い
。

た
だ
、
元
来
迷
い
や
す
い
人
間
は
、
情
報
が
氾
濫
し
続
け
て
い
る
世
の
中
に
お
い
て
は
、
何
か
真

実
の
一
筋
を
通
し
て
い
く
原
理
を
心
に
持
つ
こ
と
も
有
益
で
あ
る
。
干
支
は
そ
の
一
つ
に
な
る
。
こ

れ
を
社
会
・
時
勢
の
推
移
に
適
用
す
る
こ
と
で
、
時
運
の
流
れ
（
理
）
を
見
つ
け
、
そ
の
理
に
順
っ

て
自
ら
の
処
し
方
を
決
め
（
義
）
、
誠
を
尽
く
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

●
二
〇
一
八
年
か
ら
の
流
れ

二
〇
一
八
年
の
「
戊
戌
（
つ
ち
の
え

い
ぬ
）
」
は
、
ど
ち
ら
の
文
字
も
茂
（
し
げ
る
）
で
あ
り
、

そ
れ
は
繁
茂
に
よ
る
紛
糾
と
そ
の
後
の
衰
退
を
意
味
す
る
。
従
っ
て
、
よ
く
剪
定
（
省
く
・
断
捨

離
）
し
て
賦
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
思
い
切
っ
た
変
革
が
必
要
な
年
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
九
年
の
「
己
亥
（
つ
ち
の
と

い
）
」
は
、
繁
茂
の
後
を
受
け
て
、
紛
糾
に
ケ
ジ
メ
を
つ
け

て
物
事
の
筋
を
通
し
、
自
分
の
力
を
外
に
発
揮
し
て
い
く
年
。

二
〇
二
〇
年
は
「
庚
子
（
か
の
え
ね
）
」
。
「
庚
」
は
「
更
（
あ
ら
た
ま
る
）
」
に
通
じ
、
更

新
・
継
ぐ
・
償
う
と
い
う
意
味
。
二
〇
一
九
年
を
継
続
し
て
、
そ
の
失
（
沈
滞
や
怠
慢
）
を
償
い
、

諸
事
更
新
し
て
、
溌
剌
と
し
た
状
態
に
持
っ
て
い
く
べ
き
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
怠
る
と
破

壊
と
い
う
大
き
な
痛
み
を
伴
う
革
命
が
必
要
と
な
る
。

二
〇
二
一
年
は
「
辛
丑
（
か
の
と

う
し
）
」
。
「
辛
（
か
の
と
）
」
は
、
下
に
あ
る
陽
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
敢
然
と
し
て
上
に
現
出
す
る
形
で
あ
り
、
上
に
向
か
っ
て
求
め
冒
し
て
い
く
。
そ
こ
に
は
矛

盾
・
闘
争
・
犠
牲
と
い
う
痛
み
も
含
む
。
「
辛
」
は
「
新
」
に
通
じ
、
「
庚
（
か
の
え
）
」
を
受
け

継
い
だ
革
新
を
意
味
す
る
が
、
上
を
お
か
す
（
下
克
上
）
こ
と
で
も
あ
る
。

●
来
年
、
二
〇
二
二
年
は
壬
寅
「
（
み
ず
の
え

と
ら
）
」
。

「
壬
（
み
ず
の
え
）
」
は
、
内
在
す
る
も
の
が
増
大
す
る
形
で
あ
り
、
三
つ
の
意
味
が
あ
る
。

第
一
は
、
は
ら
む
（
妊
・
姙
）
。
壬
を
象
形
的
に
み
る
と
、
女
の
懐
妊
の
姿
を
示
す
と
さ
れ
る
。

真
ん
中
の
「
一
」
が
長
い
の
は
そ
の
た
め
。
来
年
に
つ
い
て
言
え
ば
、
多
く
の
問
題
を
は
ら
む
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
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第
二
は
荷
物
を
担
う
こ
と
。
こ
こ
か
ら
、
事
を
担
当
す
る
、
役
目
に
就
く
、
責
任
を
持
つ
と
い
う

意
に
用
い
ら
れ
、
任
命
・
任
用
と
い
う
語
が
生
ま
れ
る
。
多
く
の
問
題
や
仕
事
に
処
し
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。

第
三
は
、
「
へ
つ
ら
う
」
。
意
志
が
弱
く
て
人
に
へ
つ
ら
う
人
間
を
任
人
と
い
う
。
任
人
は
佞
人

（
ね
い
じ
ん
）
に
通
じ
、
口
先
だ
け
の
信
頼
の
お
け
な
い
人
間
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
き

な
仕
事
、
大
切
な
役
目
を
佞
人
が
担
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

来
年
に
起
こ
る
多
く
の
問
題
に
は
立
派
に
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
任
務
・
仕
事
は
必

然
的
に
増
え
て
く
る
。
従
っ
て
、
仕
事
に
任
ず
る
人
物
が
ど
ん
ど
ん
出
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

が
、
ど
う
し
て
も
私
心
・
私
欲
・
野
心
を
逞
し
く
す
る
人
物
の
方
が
多
く
出
て
く
る
の
が
世
の
常
で

あ
る
。
利
口
で
ず
る
賢
い
人
間
や
、
野
心
を
も
っ
た
時
局
便
乗
型
の
人
間
が
た
く
さ
ん
出
て
く
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
う
い
う
中
に
あ
っ
て
、
時
代
の
任
務
を
背
負
っ
て
、
そ
れ
を

立
派
に
や
り
遂
げ
て
ゆ
く
よ
う
な
良
い
意
味
で
の
壬
人
が
出
て
く
れ
ば
よ
い
が
、
そ
う
で
な
け
れ
ば

大
変
な
こ
と
に
な
る
。
大
任
に
当
た
る
人
は
、
よ
ほ
ど
勇
気
を
出
し
て
小
人
（
佞
人
）
に
負
け
な
い

よ
う
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
遠
慮
・
引
っ
込
み
思
案
な
「
ど
う
で
も
い
い
ひ
と
、
都
合
の
い

い
ひ
と
」
を
演
じ
て
し
ま
い
、
と
ん
で
も
な
い
野
心
家
や
佞
人
が
社
会
に
蔓
延
る
よ
う
で
は
い
け
な

い
。
良
い
意
味
で
の
壬
人
が
出
る
か
、
悪
い
佞
人
が
出
る
か
、
自
分
は
ど
う
す
る
の
か
。
こ
れ
が
二

〇
二
二
年
の
眼
目
で
あ
り
、
従
っ
て
、
壬
の
年
は
人
事
に
最
も
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
寅
（
と
ら
）
」
の
字
の
「
ウ
冠
」
は
建
物
、
組
織
、
存
在
を
表
し
、
真
ん
中
の
「
苗
の
よ
う
な

形
」
は
人
が
差
し
向
い
に
泣
て
い
る
象
形
文
字
で
、
手
を
合
わ
せ
る
・
約
束
す
る
・
協
力
す
る
意
味

を
表
し
、
下
の
「
ハ
」
は
人
。
だ
か
ら
、
「
慎
む
・
助
け
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
助

け
合
う
に
は
一
人
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
志
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
が
助
け
合
う
。
そ
う
し
て

初
め
て
人
間
は
進
歩
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
「
寅
」
は
「
演
」
に
通
じ
、
進
展
を

意
味
す
る
。
し
か
し
、
物
事
は
進
ん
で
い
る
と
き
に
失
敗
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
恐
る
べ
き
も
の

を
中
国
の
古
代
農
耕
民
族
は
虎
で
表
現
し
た
。
寅
に
は
「
恐
れ
慎
む
」
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
何
か

景
気
が
い
い
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
人
が
い
る
が
、
意
味
は
本
当
は
反
対
。
寅
は
「
つ
つ
し
む
、

た
す
け
る
」
で
あ
る
。
こ
の
寅
の
字
を
使
っ
た
熟
語
に
は
、
同
僚
と
い
う
意
味
の
「
同
寅
（
ど
う
い

ん
）
」
、
同
僚
の
よ
し
み
と
い
う
意
味
の
「
寅
誼
（
い
ん
ぎ
）
」
、
同
志
合
い
助
け
て
、
曲
事
や
公

害
を
清
め
る
と
い
う
意
味
の
「
寅
清
（
い
ん
せ
い
）
」
等
が
あ
る
。

解
決
す
べ
き
問
題
と
い
う
も
の
は
、
自
己
の
問
題
と
し
て
考
え
て
初
め
て
そ
の
困
難
を
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
人
間
は
案
外
自
分
自
身
を
省
み
な
い
も
の
で
、
た
い
て
い
は
他
人
事
か

世
間
の
こ
と
と
し
て
興
味
を
持
つ
だ
け
で
あ
る
。
「
内
閣
は
何
を
や
っ
て
い
る
の
か
」
「
医
師
会
は

何
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
誰
で
も
言
え
る
が
、
「
そ
れ
で
は
あ
な
た
は
ど
う

す
る
つ
も
り
な
の
か
」
と
訊
ね
る
と
、
大
し
た
答
え
は
返
っ
て
こ
な
い
も
の
で
あ
る
。
他
人
の
責
任

で
あ
り
、
政
治
家
や
社
会
の
問
題
に
し
て
し
ま
う
。
結
局
は
、
国
民
皆
が
協
力
し
て
や
ら
な
け
れ
ば

乗
り
切
れ
な
い
。
そ
う
い
う
こ
と
を
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
覚
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
の
本
分
を
尽
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く
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
日
の
危
機
を
救
う
一
番
の
近
道
で
あ
る
。

●
壬
寅
の
年
の
出
来
事

一
九
六
二
年

一
月

西
サ
モ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
よ
り
独
立

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
海
軍
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
い
て
特
殊
部
隊
ネ
イ
ビ
ー
シ
ー
ル
ズ
を
結
成

ペ
ル
ー
の
ワ
ス
カ
ラ
ン
山
で
雪
崩
発
生
、
四
千
人
以
上
が
死
亡

二
月

東
京
都
の
常
住
人
口
一
千
万
人
突
破
（
世
界
初
の
一
千
万
都
市
）

米
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
、
キ
ュ
ー
バ
へ
の
全
面
禁
輸
を
指
令

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
十
二
カ
国
共
同
で
欧
州
宇
宙
機
関
創
設

西
イ
ン
ド
諸
島
連
邦
解
体

ソ
連
・
チ
ェ
コ
間
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
完
成

三
月

ビ
ル
マ
で
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
発
生

エ
ヴ
ィ
ア
ン
協
定
締
結
（
翌
日
を
も
っ
て
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
戦
争
停
戦
）

四
月

名
古
屋
放
送
開
局

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
ド
ジ
ャ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
杮
落
し

東
京
に
後
楽
園
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン

シ
ア
ト
ル
万
国
博
覧
会
開
幕

五
月

三
河
事
故
（
列
車
事
故
で
百
六
十
人
死
亡
）

大
日
本
製
薬
が
サ
リ
ド
マ
イ
ド
製
品
の
販
売
中
止

六
月

元
ナ
チ
ス
親
衛
隊
中
佐
ア
ド
フ
ル
・
ア
イ
ヒ
マ
ン
絞
首
刑

パ
リ
・
オ
ル
リ
ー
空
港
で
飛
行
機
事
故
（
百
三
十
名
が
死
亡
）

北
陸
本
線
北
陸
ト
ン
ネ
ル
開
通

米
ア
ル
カ
ト
ラ
ズ
島
の
刑
務
所
か
ら
受
刑
者
三
名
脱
走
（
同
刑
務
か
ら
唯
一
の
脱
走
事
件
）

ジ
ャ
ニ
ー
ズ
事
務
所
創
業

七
月

ル
ワ
ン
ダ
、
ブ
ル
ン
ジ
が
其
々
独
立

フ
ラ
ン
ス
か
ら
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
独
立

戦
後
初
の
国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ
‐
⒒
完
成

全
面
軍
縮
に
関
す
る
モ
ス
ク
ワ
世
界
大
会

八
月

ジ
ャ
マ
イ
カ
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立

シ
ャ
ル
ル
ド
ゴ
ー
ル
暗
殺
未
遂
事
件

三
宅
島
で
火
山
噴
火

九
月

若
戸
大
橋
開
通
（
東
洋
一
の
吊
橋
）

イ
エ
メ
ン
で
内
戦
勃
発

十
月

ビ
ー
ト
ル
ズ
が
レ
コ
ー
ド
デ
ビ
ュ
ー

ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
国
際
連
合
加
盟
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ウ
ガ
ン
ダ
独
立
。
イ
ギ
リ
ス
連
邦
加
盟
は
継
続

中
印
国
境
紛
争
勃
発

新
日
本
婦
人
の
会
結
成

キ
ュ
ー
バ
危
機

十
一
月

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
エ
ジ
プ
ト
と
断
交

米
、
ワ
シ
ン
ト
ン
に
ダ
レ
ス
国
際
空
港
開
港

海
上
封
鎖
撤
回
に
よ
り
キ
ュ
ー
バ
危
機
終
了

イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
が
超
音
速
機
コ
ン
コ
ル
ド
の
共
同
開
発
に
合
意

十
二
月

キ
ュ
ー
ピ
ー
三
分
ク
ッ
キ
ン
グ
放
送
開
始

首
都
高
都
心
環
状
線
と
一
号
羽
田
線
の
一
部
が
開
通

一
九
〇
二
年

一
月

北
海
道
旭
川
市
で
気
温
マ
イ
ナ
ス
四
一
度
を
記
録
（
日
本
の
最
低
気
温
記
録
）

八
甲
田
山
雪
中
行
軍
遭
難
事
件

カ
ー
ネ
ギ
ー
財
団
設
立

第
一
次
日
英
同
盟

二
月

ベ
ル
リ
ン
地
下
鉄
開
業

三
月

日
本
興
業
銀
行
設
立

四
月

初
の
映
画
館
が
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
開
業

ロ
シ
ア
と
清
が
満
州
還
付
条
約
に
調
印

グ
ア
テ
マ
ラ
で
大
地
震
（
Ⅿ
七
・
五
、
死
者
二
千
名
）

五
月

西
イ
ン
ド
諸
島
の
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
島
の
プ
レ
ー
火
山
が
噴
火
（
死
者
三
万
二
千
人
）

キ
ュ
ー
バ
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
独
立

ブ
ー
ア
戦
争
終
結
。
フ
ェ
リ
ー
ニ
ヒ
ン
グ
条
約
締
結

七
月

中
央
本
線
の
笹
子
ト
ン
ネ
ル
貫
通

ロ
バ
ー
ト
・
セ
シ
ル
英
首
相
が
辞
任
（
後
任
に
ア
ー
サ
ー
・
バ
ル
フ
ォ
ア
）

北
海
道
、
東
北
地
方
が
冷
夏
に
見
舞
わ
れ
大
凶
作

八
月

伊
豆
鳥
島
が
大
噴
火
、
島
民
百
二
十
五
人
全
員
が
死
亡

九
月

江
之
島
電
氣
鐵
道
(後
の
江
ノ
島
電
鉄
)開
業
（
藤
沢
・
片
瀬
間
）

フ
ラ
ン
ス
映
画
「
月
世
界
旅
行
」
公
開
。
世
界
初
の
Ｓ
Ｆ
映
画

足
尾
台
風
来
襲
。
相
模
湾
で
高
潮
（
小
田
原
大
海
嘯
）
が
発
生

十
月

早
稲
田
大
学
開
校
式
（
初
の
私
立
大
学
）

十
二
月

教
科
書
疑
獄
事
件
で
二
百
名
以
上
が
摘
発
さ
れ
る
。

衆
議
院
解
散

第
一
回
南
極
探
検
。
ロ
バ
ー
ト
・
ス
コ
ッ
ト
ら
南
緯
八
二
度
一
七
分
に
到
達
。
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一
八
四
二
年

一
月

天
保
の
改
革
。
江
戸
幕
府
が
株
仲
間
解
散
令
発
布

五
月

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
火
発
生

八
月

米
英
両
国
の
間
で
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
＝
ア
ッ
シ
ュ
バ
ー
ト
ン
条
約
締
結

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
カ
ナ
ダ
が
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
＝
ア
ッ
シ
ュ
バ
ー
ト
ン
条
約
に
調
印

清
国
と
イ
ギ
リ
ス
の
間
で
南
京
条
約
が
締
結
さ
れ
ア
ヘ
ン
戦
争
終
結

イ
ン
デ
ィ
ア
ン
（
第
二
次
セ
ミ
ノ
ー
ル
）
戦
争
が
終
結
。

江
戸
幕
府
が
異
国
船
打
払
令
を
廃
止
、
薪
水
給
与
令
制
定
。

●
来
年
の
予
測

ま
と
め

来
年
の
時
局
は
、
今
年
に
比
べ
る
と
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
仕
事
が
と
て
も
多
く
な
る
と
予

想
さ
れ
る
。
人
事
を
正
し
く
し
、
野
心
や
私
利
私
欲
を
持
っ
た
佞
人
を
退
け
な
が
ら
剛
健
闊
達
に
処

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

虎
に
は
、
「
従
来
表
明
し
て
き
た
こ
と
と
ま
る
で
違
っ
た
変
化
を
す
る
」
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ

る
「
君
子
豹
変
」
「
大
人
虎
変
」
と
い
う
言
葉
が
易
経
の
「
沢
火
革
」
の
卦
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
組

織
の
ト
ッ
プ
が
、
虎
の
毛
の
輝
く
よ
う
に
鮮
や
か
に
、
周
囲
の
目
を
見
張
る
く
ら
い
に
自
分
の
思

想
・
信
念
・
態
度
・
行
動
を
明
確
に
し
ろ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
れ
に
応
じ
て

顧
問
た
ち
も
「
君
子
豹
変
」
す
る
。
大
切
な
こ
と
は
、
言
う
よ
り
も
ま
ず
上
に
立
つ
者
が
形
で
見
せ

る
こ
と
で
あ
る
。
所
謂
虎
変
・
豹
変
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
逆
に
国
民
に
向
か
っ
て
「
あ

あ
し
ろ
こ
う
し
ろ
」
と
言
っ
て
も
ダ
メ
だ
と
い
う
こ
と
を
「
易
経
」
は
説
い
て
い
る
。

そ
れ
に
は
や
は
り
、
ト
ッ
プ
は
虎
の
よ
う
に
威
厳
が
合
っ
て
力
強
く
、
時
に
は
凄
み
が
必
要
で
あ

る
。
猫
の
よ
う
で
は
い
け
な
い
。
か
と
い
っ
て
、
ニ
セ
モ
ノ
の
虎
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
か
ら
難

し
い
所
だ
。

今
月
も
、
健
康
と
健
闘
を
！


